他へ 往く ことができなかった。 そこで ふと 気をつけて 

じぶん まわ リ ますがた 

みると、 己の 周囲に は 城の 析形 らしい 物の 影が 映つ 

ていた。 大手の 址 はあって も 建物 も 何もない のに 析形 

ふる 

の 映る は 不思議であった。 某 は顫ぃ あがって 逃げよう 

としたが、 どうしても 析 形の 外へ 出られな いので 朝 ま 

で 其処に 立ちす くんで いた。 

， J ろ ぼう 

幕末の 比、 某と 云う 医師が あって 夜 遅く 病 家へ 往っ 

て 帰って いた。 それ は 月の 明るい 晚 であった。 其の 大 

かっかつ ぉぴ ただ ひづめ 

手 を 通って いると、 戛戛と 云う 夥 しい 馬の 蹄の 音 

よろい 

が 聞え て 来た。 続いて 鎧であろう 金属の 触れ あうよ 

うな 音 も 聞え て 来た。 おやと 思って 見る と、 騎馬 武者 
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